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研究成果の概要（和文）：臨床現場の看護師の統計解析に関する学習支援を目的としたツールを開発した。ツー
ルは記述統計から単変量解析、多変量解析への統計解析における思考プロセスを物語形式に体験・学習すること
ができる構成とした。また、臨床研究に関する学習プログラムにおいて本ツールを使用した場合の学習効果の検
証を行った。本ツールを使用した場合、統計解析に関する理解度については非使用者と比較して、顕著な違いは
認めなかったが、統計解析の講義を脱落することなく完遂した受講者が増加した。本ツールは統計初学者の統計
解析に対する苦手意識を軽減させ、学習効果を高める可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We developed a tool to support learning of statistical analysis for clinical
 nurses. The users can experience the thinking process in statistical analysis, which consists 
descriptive analysis, univariate analysis, multivariate analysis. We examined the effect of this 
tool on learning statistical analysis when using in the program for learning clinical research. As 
results, test score about statistical analysis was not significantly improved by using this tool. 
However, the proportion of participants who completed the lecture of statistical analysis was 
increased compared to those without using this tool. Therefore, it was suggested that this tool can 
enhance the effect on learning of statistical analysis by reducing the feeling of difficulty for 
learning it.

研究分野：疫学・統計学
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１．研究開始当初の背景 
看護師が主体的に関わる全ての臨床研究は
看護研究と定義される。看護の実践の中で生
まれた疑問を看護研究へ定式化して解決す
る技能は、看護の質改善や患者の安全に貢献
するため重要である[1]。本邦で発表される看
護研究は年間 2万件を超えると推計されてい
る[2]。さらに、本邦の看護研究の半数かそれ
以上は数値データの分析を伴う量的研究で
ある[2,3]。これらの量的研究が国際的な看護
英文雑誌に受理される程の良質なエビデン
スとなるには、データ解析の技能の看護教育
への組み込みが重要であるが[4]、卒後に学べ
る機会がほとんどないのが実情である。看護
研究の実践に困難を感じる看護師は多く
[3,5]、その最大の理由が「業務多忙」と並ん
で「データ解析」であることをわれわれは明
らかにしている[3]。不適切な統計手法の選択
が繰り返し指摘されてもいる[6,7]。一方で、
認定看護師・専門看護師・教育担当看護師の
大半は、自分たちで看護研究を行いたいと考
えている[3]。従って看護師自らが、量的研究
の研究論文を読み・まとめるための統計解析
の知識・技術（リテラシー）を習得するため
のプログラム開発が必要である。われわれは、
データ解析だけでなく、臨床研究のデザイン
全般に関するリテラシーが医療者に必要で
あると考え、医師、看護師、薬剤師ほか、す
べての医療者を対象とした、臨床研究デザイ 
ンの遠隔学習プログラムを開発してきた[8]。
その結果、対象者 176 名のうちのほとんどが
プログラムを完遂し、60%以上が臨床研究に
取り組み始めた。ここで開発されたカリキュ
ラムは、「臨床研究 7 つのステップ」として
完成している。看護研究に関する統計解析に
ついて、それを教育する側から見ると、よい
カリキュラムや教材がないのが現状である
[9]。一方で、看護研究者にとっては、高度な
統計学の知識は不要で、むしろ、計算方法よ
りも結果の解釈に重点をおき、講義よりもパ
ソコンを使った実習を主とするカリキュラ
ムによって、学習効果を高めることができる
と考えられる[10-12]。 
「臨床研究 7 つのステップ」は、経験のある
研究者が量的研究の計画を構築していくと
きの思考パターンに沿ったもので、医療者に
直感的に理解される長所がある。われわれは、
統計学のカリキュラムから離れ、この 7 つの
ステップに沿って統計解析を学ぶためのカ
リキュラムを構築中である。今回、このカリ
キュラムに組み合わせてパソコン実習に用
いるデータ解析ツールの開発を着想した。こ
のようなツールによって、実習を伴う自習教
材を遠隔学習で提供することが可能となり、
臨床研究を行う者の統計解析に関する学習
効果がさらに高まると考えられる。 
 
２．研究の目的 
われわれの具体的な研究目的は、以下のとお
りである。 

(1) 量的研究に必要な統計解析に関する自
習を可能とする実習用解析ツールを構築す
る 
(2) 医療現場の看護師を対象に、上記解析ツ
ールによる学習向上効果を検証する 
 
医療現場で行われる量的研究は、介入（実験）
研究ではなく、観察研究が多くを占める。観
察研究をベースとした看護研究を行うには、
統計学的検定手法だけではなく、区間推定と
交絡調整のための回帰モデルが有用である
[4]。したがって、(1) 解析ツールついては、
看護師が回帰モデルを理解して自分の研究
に適用することをゴールとした、一連のツー
ルを構築していく。そして、構築したツール
を用いた学習プログラムを現場看護師に適
用し、(2) このツールが統計解析の学習成果
を向上させることを検証する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、(1)統計解析の学習効果を向上
させる解析ツールを構築し、(2)その効果を
検証するために、下記項目を行った。 
 
① 臨床研究 7 つのステップに沿った解析
ツールの機能デザイン 

② プロトタイプの設計・作成とツールとし
ての使いやすさの評価 

③ 解析ツールの開発 
④ 開発された解析ツールを用いた教育プ
ログラムの実施とその評価 

 
① 臨床研究 7 つのステップに沿った解析
ツールの機能デザイン 

現在構築中である臨床研究 7 つのステップ
に沿った新しい統計解析のカリキュラムは、
図のとおりである。このカリキュラムに沿っ
て、記述統計から単変量解析、多変量解析へ
の思考プロセスに応じた具体的な統計解析
手法（例えば、要約統計、度数分布、相関係
数、t検定、95%信頼区間、線形回帰分析、等）
を選定し、統計手法の初学者がまず必要最小
限として理解しておくべき手法を機能デザ
インの中に含めることとした。 
 
② プロトタイプの設計・作成と使いやすさ
の評価 

設計段階での議論の結果、研究者が利用でき
る解析ソフトは多数存在するため、画一的な
解析ツールの設計は難しいと判断した。そこ
で統計手法の実施方法ではなく、その思考プ
ロセスや統計結果の適切な解釈ができるよ
うにすることを主たる目的とした統計解析
学習支援ツールを目指すこととした。全体の
構成は、記述統計編、単変量解析編、多変量
解析編、抄録作成編の４部構成とし、主人公
の看護師が指導を受けながらこれらの過程
を経て、統計解析の思考プロセスを学んでい
く物語形式の内容とした。プロトタイプとし
て一通りの構成とデザイン案が完成した段



階で、想定される利用者層へ試用を依頼し
そのフィードバックの分析をもとに、構成の
修正、改良
 
③ 解析ツールの開発
プロトタイプの改良後、具体的に学習支援ツ
ールの中で取り扱う統計用語や手法の説明
資料を作成し、
いく作業を行なった。説明資料の内容や、全
体の流れについてはツール開発時点で外部
の生物統計の専門家に監修を依頼し、必要に
応じて改修を行なった。
 
④ 開発された解析ツールを用いた教育プ
ログラムの実施とその評価

現場看護師
が提供している臨床研究学習プログラムの
受講者へ開発された学習支援ツールを配布
した。本プログラムの修了時には
理解度や問題解決力を試す試験を行ってお
り、そのうち統計解析に関する問題に限定し
た評価を行い、開発した学習支援
る学習効果向上の程度を客観的に測定
またプログラム内で統計解析に関するビデ
オ講義
カテゴリー変数の比較、線形回帰分析、ロジ
スティック回帰分析、生存時間分析、サンプ
ルサイズ、（以下は演習講義）連続変数の検
定と推定、カテゴリー変数の検定と推定、相
関と回帰、線形回帰分析、ロジスティック回
帰分析、生存時間分析）
一つとして評価した。
 
４．研究成果
 統計解析学習支援ツールは
ションとして作成し、アカウントを作成すれ
ば誰でも
ットなどで
内で説明されている統計用語の一覧は図
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あった。使用した受講者からは好意的な感想
として、「統計解析の全体の流れを踏まえた
上で、講義などを聞くことで要点をと捉えや
すかった。」や「苦手意識を
た。」といった意見が得られた。一方で否定
的な感想として、「物語自体に注意が向くた
め、頭に残りにくかった。」などの意見も得
られた。ツール使用者と非使用者で
果には明らかな違いは得られなかった（
満点中、使用者
13.1 点）。一方で、統計解析に関するビデ
オ講義全 13 コマの視聴割合は使用者で
だったのに対して、非使用者は
本ツールは受講者の統計解析の学習に対す
る苦手意識を軽減し、
させるための一助となったと考えられる。
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